
いきがい大学熊谷学園３３期 　２９年度第２号

　　　会長　　中島　征夫

　　　総務　　原口　文夫　

　２９年度校友会活動が最終盤に差し掛かってきており、総会に向けた準備が進んで

いる。総会にはできるだけ多くの会員に出席してもらうため、会長ほか幹部の間で話し

合いを行い、２月２３日（金）及び３月２３日（金）の理事会で決定できるように準備を進

めている。その内容は次の通り。１０年目の区切り、皆様、是非ご参加しましょう。

　日　　時 ４月６日（金）
　　受　付 　９；３０～１０；００
　　総　会 １０；００～１１；００
　　講　演 １１；００～１２，００

　　健康で安全な暮らしに役立つ講和を予定
　　昼　食 １２；００～１３；００
　　理事会 １３；００～　　　新年度第１回

　場　　所 熊谷市勤労会館　　３階　　第３会議室

　皆様にご協力頂いてきた、「花ボランティア活動」は今期のこすところあと１回となりました。

３月１４日（水）です。奮ってご参加ください。

　　　平成３０年　２月２３日

　　総会骨子（案）煮詰まる　　みんなで参加しよう

花ボランティア活動

校友会ニュース

   ３３期の皆さん　（ 熊連協ホームページより）



　　２月１７日（土）に第２５回芸能祭が妻沼中央公民館で開催されました。大勢の観客と、出演

者がなんと５５組と大盛況でした。３３期からは「イエローバード」による美しいコーラスと、相変わ

らず迫力ある「よさこいクラブ」の演舞で、大いに会場を沸かせました。

　　１１月１６日（木）～１９日（金）にわたり、妻沼展示館大展示室にて、第２８回文化祭が行われ

ました。広い展示室いっぱいに展示物があり美術館を彷彿させるものです。展示物はなんと

３５８点にのぼり、力作揃いで見飽きることはなく時間があっという間に過ぎてゆく状態でした。

３３期の人たちも数多くの作品を製作しており、絵画・書・写真・絵手紙・手芸・工芸・パソコン作

品等などの力作、芸術品を展示していました。美術に縁のない筆者としては忙しいはずの人た

ちが、いつこのような大作を作り出しているのか、感嘆しきりです。

　雨続きの秋、まさに雨の合間の晴れの日の旅行となりました。熊谷を出発したバスは高速道

路をひた走り、山梨県立リニア見学センターに到着。多くの人たちが見学に訪れていた。

　館内にはリアモーターカーの模型が展示してあり、

人を乗せて地面から浮き上がり走行するミニチュア

を楽しんだ後、いよいよ本物のリニアモーターカー

の実験車両の通過を見学した。ものすごいスピード

と騒音に圧倒された一幕でした。将来、これに乗っ

た人は「旅行」気分にはなれないんではないか、あ

くまでも素早い移動手段と感じました。

　次に向かったのは富士山頂付近の所有者である

浅間大社を参拝し、そのあと、忍野八海に到着した。

　富士山をバックに静かなたたずまいを見せるこの

忍野八海は、清らかな水をたたえ、富士山が作り出

した神秘的な風景だ。

　驚いたのは、忍野八海は、観光客であふれかえっ

ていたことだ。特に中国人（台湾を含むらしい）たち

が、土産物店に群がりまさに瀑買を見た。

　また、河口湖班では、青空の下富士山の雄大な姿を堪能できた。

　今回旅行は晴天に目恵まれ、昼食も立派なものだった。旅行企画は大変だったとのこと。

企画部の皆さん、楽しい旅行をありがとうございました。　また、ハレ男・ハレ女にも感謝。

校友会活動報告

文化祭

芸能祭

親睦旅行

富士山をバックに忍野八海での記念撮影

　　　１１月１日（水）


